
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-１

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

2 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

大学等全体のプログラム

データサイエンス応用基礎

情報処理応用

数学発展

選択項目 選択項目授業科目

プログラムを構成する授業科目について

工学部の全学科ではプログラムを構成する下記 ～ のうち、授業科目「情報PBL」（2単位）、「情報処理基礎」（2単位）、
「情報処理応用」（2単位）、「情報リテラシー」（2単位）の全学科必修の情報系4科目（8単位）を取得すること。

授業科目

線形数学Ｂ

学部・学科によって、修了要件は相違する

工学部

情報処理応用

授業科目

情報処理応用

情報処理基礎

情報処理応用

AI応用基礎

九州工業大学

MDASHプログラム

情報リテラシー

情報リテラシー

令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施8

授業科目

情報PBL

授業科目

情報PBL

情報処理基礎

情報リテラシー

授業科目

授業科目

情報PBL

授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・様々なデータ分析手法「情報処理基礎」(13-14回目）
・様々なデータ可視化手法「情報処理基礎」(11回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「情報処理応用」（9-11回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「情報リテラシー」（8回目）

・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「情報リテラシー」（3回目）

1-2年生に用意されている共通基礎科目および演習・実験科目の履修を通して、数理・データサイエンス・AIの知識を自らの専門分野へ利活
用する能力を身に付けることができる。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「情報処理応用」（12-13回目）

・ニューラルネットワークの原理「情報処理応用」（14回目）

・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「情報リテラシー」（9回目）
・AIの開発環境と実行環境「情報処理応用」（9-14回目）

・相関係数、相関関係と因果関係「情報PBL」（3回目）

・データ駆動型社会、Society 5.0「情報PBL」（1回目）
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「情報リテラシー」（8回目）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「情報リテラシー」（9回目）

・相関係数、相関関係と因果関係「情報PBL」（3回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）「情報処理応用」（1回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「情報処理応用」（3-6回目）

・配列、木構造（ツリー）、グラフ「情報処理応用」（2回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「情報リテラシー」（13回目）

・プログラミング基礎「情報処理基礎」(1-7回目）
・関数、引数、戻り値「情報処理応用」（2回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「情報リテラシー」（14回目）

・データ駆動型社会、Society 5.0「情報PBL」（1回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式１-2

大学等名

プログラム名

① 申請単位 ③ 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

④ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

⑤ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ ○

⑥ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

⑧ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

情報工学概論 データエンジニアリング応用基礎

情報工学概論 AI応用基礎

情報工学概論 データサイエンス応用基礎

線形代数Ⅱ・同演習 数学発展

確率・統計 数学発展

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

授業科目 授業科目

情報工学基礎実験

授業科目 授業科目

情報工学概論

情報工学基礎実験

計算機システムⅠ

プログラミング

データ構造とアルゴリズム

情報工学部の全学科ではプログラムを構成する下記 ～ のうち、授業科目「解析Ⅰ・同演習」（2単位）、「線形代数Ⅰ」（2
単位）、「離散数学Ⅰ」（2単位）、「データ構造とアルゴリズム」（2単位）、「計算機システムⅠ」（2単位）、「プログラミ
ング」（3単位）、「情報工学概論」（1単位）、「情報工学基礎実験」（1単位）の全学科必修の基礎8科目（15単位）を取得する
こと。

15 令和４年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

解析Ⅰ・同演習

九州工業大学

MDASHプログラム

プログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム 学部・学科によって、修了要件は相違する

情報工学部

線形代数Ⅰ

離散数学Ⅰ



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑨ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

Ⅰ

Ⅱ

⑩ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

1-2年生に用意されている共通基礎科目および演習・実験科目の履修を通して、数理・データサイエンス・AIの知識を自らの専門分野へ利活
用する能力を身に付けることができる。

・AI倫理、AIの社会的受容性「情報工学概論」（9回目）

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「情報工学概論」（9回目）

・ニューラルネットワークの原理「情報工学概論」（9回目）

・AIの開発環境と実行環境「情報工学概論」（9回目）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「情報工学基礎実験」（2回目）
・データの収集、加工、分割/統合「情報工学基礎実験」（3-5回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・多項式関数、指数関数、対数関数「解析Ⅰ・同演習」（3回目）
・１変数関数の微分法、積分法「解析Ⅰ・同演習」（4-14回目）
・ベクトルと行列「線形代数Ⅰ」（1-15回）
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「離散数学Ⅰ」（1-2回目）

・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「データ構造とアルゴリズム」（9-11,13-14回目）

・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、 字コード「計算機システム」（2-3回目）

・プログラミング基礎「プログラミング」（2-13回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、及
び「深層学習の基礎と
展望」から構成される。

・データ駆動型社会、Society 5.0「情報工学概論」（13回目）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「情報工学基礎実験」（2回目）
・データの収集、加工、分割/統合「情報工学基礎実験」（3-5回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「情報工学概論」（13回目）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「情報工学概論」（9回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

大学等名

①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

工学部 2,241 531 2,164 538 448 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 538 25%

情報工学部 1,807 410 1,710 452 378 74 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 452 26%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 #DIV/0!

合　計 4,048 941 3,874 990 826 164 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 990 26%

九州工業大学

プログラムの履修者数等の実績について

令和4

学部・学科名称 学生
数

入学
定員

収容
定員

令和4年度 令和3年度 令和2年度

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数

令和元年度 平成30年度 平成29年度
履修者
数
合計

履修率修了者数履修者数修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式３

大学等名

①全学の教員数 人 （非常勤） 人

②プログラムの授業を教えている教員数 人

③プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥体制の目的

⑦具体的な構成員

九州工業大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

省略

省略
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和４年度実績 令和５年度予定 令和６年度予定 75%

令和７年度予定 令和８年度予定 収容定員（名） 3,874

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

26% 50%

100% 100%

具体的な計画

プログラムを構成する科目は全て必修科目である。そのため、学生の所属する学部・学科に関わ
らず、全ての学生が学部の卒業要件を満たせば、本教育プログラムの修了要件を満たす。ただ
し、学生に本プログラムについて十分に理解させるために、入学時のオリエンテーションや前期・
後期のガイダンスで周知している。
本プログラムは令和4年度に開設されたため、実績は1学年分となっている。全学生が履修対象で
あり、令和7年度の履修率目標は100％である。

省略

省略

7



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

省略

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

省略
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様式５

大学等名 九州工業大学

申請単位

対象学部等

① 授業内容

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 プラス申請書

応用基礎レベル（大学等全体）

  令和3年度リテラシーレベルの認定を受け、社会的にも人材育成が求められている応
用基礎レベルもカリキュラムに適用し、全学生に修学させたいと考えている。そのた
め、本学の学部の卒業要件を満たすことで、リテラシーレベルおよび応用基礎レベル
の両教育プログラムの修了要件を満たすように設計している。

【わかりやすさ】
・ 平成31年度入学生からBYODによるノートPCを必携とし、学内でWi-Fiも整備し、個人
所有のノートPCを大学や自宅で自主的に学習する環境が整っている。BYODを導入し
ている他大学もあるが、5年以上の実績をもつ本学はノウハウを蓄積しており、数理・
データサイエンス・AIに関するスキルをわかりやすく学ぶ授業内容を設計している。
　特に、1年次前期開講の「情報リテラシー（工学部）」および「プログラミング（情報工学
部）」でプログラミングの基礎を学ぶため、学生は入学直後から自分でプログラムを作
ることができる。これらの授業では大学院生をTAとして配置することにより、全ての学
生に対して一人ひとり丁寧に教育支援している。
・ 工学部は、建設社会工学、機械知能工学、宇宙システム工学、電気電子工学、応用
化学、マテリアルの6学科、情報工学部は、知能情報工学、情報・通信工学、知的シス
テム工学、物理情報工学、生命化学情報工学の5学科から構成されている。様々な専
門分野があるが、本プログラムの対象科目の多くは低年次開講科目であるため、数
理・データサイエンス・AIに関するスキルを習得し、高年次に開講される専門科目を学
ぶ際にデータ活用や解析面にその知識が活かされる。これにより数理・データサイエン
ス・AIを自らの専門分野へ応用する機会を提供できる環境が整備されている。

【学生の習熟度や専門性を踏まえた学習内容】
　本学では、学部生が大学院科目を受講できる制度が整備されている。これにより、学
生は自らの習熟度をもとに高度、かつ専門的な内容について学習することができる。

【学習意欲が高まる内容】
・ 情報工学部では平成28年度から文部科学省の「成長分野を支える情報技術人材の
育成拠点の形成（第2期enPiT）」に連携大学として参画し、ビッグデータ・AI分野の教育
カリキュラム（Kyutech ABC）を独自に推進している。Kyutech ABCは、機械学習を題材
として、連携企業から提供を受けたリアルなビッグデータを処理する独自の教育プログ
ラムとなっており、令和2年度までに150人を超える修了生を輩出している。令和3年度
以降はKyutech ABCは本学情報工学部の正規のカリキュラムとして継続され、本学の
数理・データサイエンス・AIの基礎知識を応用する場として活用している。
・ コンソーシアムや他大学で教材用のデータが提供されている。産業界からは「大学で
の実践的なデータサイエンス教育」が求められているため、本学では、より身近なデー
タとして、学内の電力使用量データ、通信・ネットワークデータ、スクールバスの運行
データを収集済みである。これらを整備して、教材用データとして利用するとともに、他
大学においても教材として利用できるように計画している。
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② 学生への学習支援

【学習支援システムの構築】
  LMS（Moodle）を利用して、各授業科目のコースを設けている。講義動画や教材ファイ
ルもMoodleから入手でき、学生はいつでも授業動画を視聴し、予習・復習が行える。こ
のシステムについては学生に対する授業アンケートでも大変好評である。

【補完的な教育の実施】
・ 令和4年度にAI工房を開設し、大学院の授業で使っているGPUサーバを授業以外で
学生、教職員がAI学習や研究活動で自由に使用できるように環境を提供し、GPU勉強
会やディープラーニング等AIの学習教育を支援している。本プログラム科目で学んだAI
の学習の継続や研究、また業務等で利用することを目的としており、AIに関して学生自
らが積極的に取り組める環境を整えている。
・ データサイエンスやAIを業務とする企業エンジニアを講師として招き、特別講義を開
講することで学生に実社会の現場の状況を学ぶ機会を設けている。
・「世の中の課題をITで解決できるエンジニア」の育成を目的とした産学連携プロジェク
トと題してKCL（Kyutech Code LAB）を実施している。OB/OGを中心としたエンジニアや
パートナー企業と連携してカリキュラム・学習環境をつくり、本学学生を対象とした講座
を開講している。コードを学ぶだけでなく、実際にプロダクトを創り、世の中の課題を解
決するところまで、実践的に学習できる講座である。令和4年度には京セラを始め、15
社から協力いただいた。
・ 本学では、国際社会で活躍するエンジニア（グローバルエンジニア）を育成するため
に、学生の海外派遣支援を積極的に進めている。この取組みは、国立大学法人及び
大学共同利用機関法人の第3期中期目標期間の業務の実績に関する評価結果では、
中期目標「グローバル化等」の達成状況において本学と東北大のみ最高評価を獲得し
ている。この海外派遣支援により、多くの学生にグローバルに活躍するために学習する
機会を設けている。

【インターンシップ先での実践】
  本学学生のみを対象とした、データサイエンスやAIに関連した企業のインターンシップ
型アルバイトを実施している。これにより、各学生の専門分野に関係した業務を体験す
ることで大学での学びを深化させている。

【TA等による指導】
   BYODを用いたデータサイエンス・AIの演習が円滑に進むように、大学院生がTAとし
て演習をサポートしている。さらに工学部には「工学部学習支援室」を、情報工学部に
は「学習コンシェルジェ」をそれぞれ設置し、授業の理解度が遅い学生や課題に悩んで
いる学生に対して、OB教員などが、一人ひとりの疑問に丁寧に対応している。

【学修成果の可視化】
　学生の修学状況の継続的な点検・評価や教育の内部質保証に対しては、学修自己
評価システムを運用している。学生は本システムを用いて、授業毎の成績情報の確認
と達成目標に対する振り返りを行うことによって、学生自身の学びの改善が可能となっ
ている。
　一方、本システムに蓄積された学生個々の学修成果の実態を授業科目ごとに集約し
て可視化し、授業担当者や担当教員グループに情報提供する仕組みとして、コース
ポートフォリオシステムも運用している。このシステムを活用して授業科目ごとの達成目
標に対する全履修学生の達成状況や傾向といった実態を把握し教育効果の分析・評
価が行えるため、継続的に授業改善が行える体制が整っている。
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③ その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等）

【数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムでの取組】
　本学は、令和4年度より、数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムの
会員となり、さらに特定分野校（理工農）として、シラバスの作成や他大学および産業界
への情報発信や意見交換を積極的に進めている。令和5年2月には鹿児島大学・九州
工業大学共同開催によるミニシンポジウムをオンラインで実施した。当日は、29名の参
加があり、本学からは応用基礎レベルの理工系モデルシラバスを説明し、活発な意見
交換が行われ、アンケートでは15件の回答を得た。

【地域連携】
・国公私立大学や民間機関等が参画する「eポートフォリオによる学修成果の可視化コ
ンソーシアム」を立ち上げ、産学連携による教育の質保証のためのフレームワーク形成
に向けた取り組みを主導している。現在、19大学、6社が会員となり、本学の強みである
「学修自己評価システム」も題材に、学生の達成度や学修成果を可視化して、教育の
質の向上のためのPDCAサイクル等について活発に意見交換を行っている。
・本学、北九州市立大学、長崎大学および福岡銀行ベンチャーキャピタルと連携してア
ントレプレナーシップ教育を進めている。さらにこの取組を九州・沖縄、山口の国公私立
大学19大学が参画するPARKS（Platform for All Regions of Kyushu & Okinawa for
Startup-ecosystem）インターユニバーシティの中で連携を図り、アントレプレナーシップ
教育を広めて、より多くの人材育成に努めようとしている。
・本学戸畑キャンパスでは、イノベーションハブ化を目指し、旧体育館をコワーキングス
ペースとして改修し、学内に産学連携・アントレプレナーの拠点として形成した。飯塚
キャンパスでは、ムアリング（繋留）の場として、ポルト棟を開設した。これらは学生のみ
ならず、地場企業や起業家を目指す人々がオープンに情報交換やディスカッションが
行える場となる。前述のKCLにも活用している。
・平成19年度～平成21年度の文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プ
ログラム『初等中等教育および生涯学習のための情報教育支援士養成プログラム』」を
平成22年度以降も本学の講座として継続実施している。平成19年度から16年間で講座
修了生239人に対して「九州工業大学情報教育支援士」の称号を授与し、毎年延べ50
回程度、地域の初等中等教育及び生涯学習の現場で情報教育や教育でのICT活用に
関する支援活動を行っている。

【産業界との連携】
・平成26年度から自動車メーカー、産業ロボットメーカー、鉄鋼業、さらには東海地区の
自動車関連企業などの人事部門や企業経営者を含めた産学連携教育審議会を設置
し、本学が取り組む数理・データサイエンス・AI教育を含めた教育改革等に対しても意
見交換を行っている。教材用のデータ提供を企業の委員に依頼し、賛同をいただいた。
・カーロボAI連携大学院では、北九州市立大学、早稲田大学と連携して自動車・ロボッ
ト・AIを基盤とした教育を実施しており、高専や他大学からのインターンシップ制を実施
し、毎年10～20名受け入れている。さらに、自動車・ロボット関連企業を中心とした産業
界からの幅広い協力を得た実践的な教育プログラムの実施、またオフサイトミーティン
グを開催し、就職支援にも力を入れている。

【海外の大学との連携】
・本学教員がタイ、マレーシア、フランスなどの大学を訪問し、本学を紹介することで留
学生の獲得に努めている。特に、令和4年度は、本学における数理・データサイエンス・
AIに関する教育・研究を中心に説明し、留学生増加につながっている。
・本学およびマレーシアプトラ大学（UPM)との国際合同シンポジウムを平成25年より開
催している。第10回目となる令和4年度は、コロナ禍のためオンライン開催であったが、
3日間で延べ248名が参加した。データサイエンスやAIに関する多数の発表があり、活
発な議論がされている。
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数理・データサイエンス・AIの知識を様々な
専門分野へ応用・活用できる高度な技術者

※記号の意味
●データ表現とアルゴリズム
■ AI・データサイエンス基礎
◆ AI・データサイエンス実践
〇選択項目の授業科目

充実した学修環境
高度なITスキルを有する多くの教員による指導
ノートPC必携化（BYOD）による教育のICT化
学内のすべての場所で高速なWi-Fi
コワーキングスペースの提供
日本人学生の海外派遣支援
講義教材配布や課題提出が可能な学習支援システムMoodle
シラバス閲覧・出欠確認・成績確認のための教務情報システムLiveCampus
GPUサーバの提供や、GPU勉強会やディープラーニング等AIの学習教育を行うAI工房
産学連携プロジェクトKCL（Kyutech Code LAB）

４年次

３年次

２年次

１年次

●■◆情報PBL
〇 線形数学Ｂ

●■ 情報処理基礎

●■ 情報処理応用

●■◆情報リテラシー
● 解析Ⅰ・同演習
● 線形代数Ⅰ
● 離散数学Ⅰ

● データ構造とアルゴリズム
■◆情報工学基礎実験
〇 線形代数Ⅱ・同演習

● 計算機システムⅠ
● プログラミング
■〇情報工学概論

低年次
専門分野と数理・データサイエンス
・AIとの関係
学ぶことの意義
数理的な知識の基礎固め
数理・データサイエンス・AIのリテラシー
レベル及び応用基礎レベルの知識修得

低年次
専門分野と数理・データサイエンス
・AIとの関係
学ぶことの意義
数理的な知識の基礎固め
数理・データサイエンス・AIのリテラシー
レベル及び応用基礎レベルの知識修得

Data Science AIMathematics

認定の有効期限
2026年3月31日まで

数理・DS・AI教育推進室
教育高度化推進機構

プログラム改善
自己点検

MDASH 概要

〇 確率・統計

情報工学部工学部

高年次
数理・データサイエンス・AIの多様性に対応できる能力
データ活用の実践的能力

高年次
数理・データサイエンス・AIの多様性に対応できる能力
データ活用の実践的能力 自動運転 工場 農業

様々なデータの活用

宇宙天気バイオ自然言語

116


